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V344b X線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載Xtend用試作miniCCDの評価 (2)
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我々は 2021年度末に打ち上げを予定しているX線分光撮像衛星XRISM搭載の軟X線撮像装置Xtendの開発
を進めている。Xtendの X線検出器である CCD素子には、2016年打ち上げのひとみ衛星に搭載された軟 X線
撮像装置 SXIをベースとして、可視光遮断層におけるピンホール数や電荷転送非効率 (CTI) の改善を目指して
改良を施した。その有効性を評価するため、衛星搭載用大型素子 (FM素子) からピクセル数を 1/20にした試作
miniCCDを制作し、大阪大学にて評価試験を行った。それらの結果は 2018年秋季年会 (V309b) や 2019年春季
年会 (V321a) 等で発表した。2019年 3月より FM素子の選定作業を行っており、FM素子生産の過程で作成され
るminiCCDの性能評価も並行して引き続き行ってきた。
miniCCDの性能評価ではこれまでMn-Kα線 (5.9 keV) を用いてゲインやエネルギー分解能、CTIを算出して

いたが、新たにNp-Lα線 (13.9 keV) も用いて性能評価を行った。本公演では、Mn-Kα線に加えてNp-Lα線も
用いた FM素子ロットminiCCDの性能評価の最新結果を発表する。


